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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・4/6（水）デイナイトケア見学者あり。三浦PSW対応予定。

・4/7（木）ナイトケア体験利用者あり。慶長SGM対応予定。

・本日デイケア見学者あり。月・水体験利用予定。
・第7回法人研修について

日時：4/5（火）・4/6（水）17:30～18:30　　場所:メンタルケア病棟4階
テーマ：｢マイナンバーについて｣　　講師：個人情報管理委員会委員長　大山栄光
・4/20(水)六角堂祭13:00～13:30　　※13:00までに集合(時間厳守)

・4/20(水)春の会18：30～（勤務が分かり次第、欠席者は欠席届の提出）
＜青明舎利用者様情報＞
・大久保律子様～4/2定期訪問実施。3月後半は体調が悪い事が多く(頭痛、吐き気、食欲不振)、青南病院主治医(馬渡Dr)から他科で検査してくるよう指示があり、3月26日に長谷川内科を受診。検査行ったところ便やガスの詰まりが原因と言われ、整腸剤等を処方されたとのこと。服用していたら良くなって治ったと話している。炭酸飲料の量を減らしてみたりして様子を見ているとのこと。昨日は、夫(恒夫様)に腕時計を買ってもらったり、昔聴いていたＣＤを中古で購入できたりして楽しかったと終始笑顔で話している。しかし、頓服薬も服用しているが、そのことを夫には隠しておきたかった様子も見られた。
・大久保恒夫様～4/2定期訪問実施。受け入れよく、生保受給日であった昨日の買い物や外食の話をしている。1日深夜にオンコールしてからの様子を確認。オンコール後は眠れたとのこと。18時には就寝しているので、深夜2時、3時に起きても睡眠時間は十分取れていると話す。弟からひっきりなしに面会の催促の電話が来るので、4/5か4/6頃に面会に行ってこようと思っているとのこと。弟が主治医の変更を希望しており、前回面会に行った際に主治医との面談を希望し、連絡貰えるように自分の携帯番号を病棟看護師に伝えてきたのだが、一向に連絡が来ないので、多分姉が連絡させないようにしていると思うと話している。また、妻(律子様)の体調を気遣う発言もあり、いろいろ考えることが多い様子ではあったが、笑顔でコミュニケーションが取れていた。
・赤石　陽介様～3/30来所し、セブンイレブンの面接が通らなかったと報告される。今は、就労継続支援Ｂ型「チョコ・クッキー」を希望していると話す。特定相談支援事業所「ベル・エポック」担当者に4/1上記事業所の見学をしたい等の相談をするとのこと。「働けてお金を稼げるなら作業内容は問わない」「パチンコ代の為に働く」「とにかく働きたい」と話す。交通手段に難があるため、自宅から近い所や送迎がある所が良いとのこと。本日外来受診と話すため、主治医へ相談するよう促している。3/31来所時、昨日（3/30）就労継続支援Ｂ型「チョコ・クッキー」の見学をしてきたと話す。知り合いも沢山おり、また事業所の雰囲気も良かったとのこと。4/7（木）に1日体験利用をするとのこと。送迎に関しても、白銀地区からの通所者がいるため送迎可能範囲であったと話す。1日しか体験利用が出来ないのか尋ねるため、事業所に確認してみるよう促している。

・我満奈津紀様～3/31本人より電話あり。「まだ決まっていない話なんだけど、知り合いのお店で15:00～19:00まで手伝ってくれないかって言われたんですよ。」「まだ先生には言ってないから先に青明舎にと思って電話しました」と話している。次回受診が、4/2（土）とのことで、その際に主治医へ相談するよう促している。
・高柳　和子様～3/30定期訪問実施。花粉症のため、目が赤くなっている。掻痒感があり目を擦ってしまうと話す。本日の外来受診で点眼薬を処方してもらって来たとのことで幾分和らいだとのこと。マスクや点眼薬等で予防していくよう助言する。すぐに無くなりそうだと話すため、その際は再度主治医へ処方してもらうよう伝えている。体調は、脱力感があるとのことで、無気力状態であるという。また寂しい時もあり、弟や叔母のことを気に掛けてしまうとのこと。先週末は城下温泉に行き、八戸市役所にマイナンバーカードを受け取りに行ったと話しており、行動できていることを評価している。3/31本人より、明日（4/1）9時に八戸燃料が来訪し、風呂の元栓とガスの操作方法について聞くことになったと話す。しかし、一人で聞くのは不安であるため青明舎にも立ち会って欲しいとのことで、了承している。4/1訪問し、本人と一緒に八戸燃料から、ボイラーの点け方等の説明を聞き、自身でも実際に行ってみている。何度か説明され理解できている。また、水抜きの手順とボイラーの点火の手順を混同しており、今は水抜きは関係ないとの説明を受ける。水抜きに関しては改めて説明を受けることとし、11月に入ると忙しくなるため、10月末頃に連絡して欲しいとのこと。点火方法等に関して理解でき、安堵感を示す。本日からシャワーを使用できると話している。また、分からなくなった時には連絡をするよう伝えている。
・中居美津子様～4/3定期訪問実施。訪問時、炬燵に入りラジオを聞かれている。居室内の至るところに物が積み重ねられており、非常に狭く少し触れただけで物が崩れ落ちてくる状況であった為、気をつけるよう促している。猫の排泄物臭もしている。体調確認すると花粉症で鼻腔内に薬を塗っている、膝痛もあり整形外科に通院しているとのこと。生活費は買いたい物があるも8万円でやりくりをしており、現在特に困っていることはないと話している。
＜グループホーム利用者様情報＞

・五日市　規様～4/3後期高齢者医療制度に係る障害認定更新手続きの書類が届いている。世話人が預かり、期限内に提出できるよう手続き等を進めて行く。
・冨田　紀子様～4/4訪問時、両頬と鼻に湿疹が数個あり痛みや痒みはないと話している。悪化するようであれば、皮膚科受診等を促していく。
・中村与一郎様～4/4訪問時、4/1（金）外来受診後、薬を取ってくるのを忘れてしまい、「今朝取ってきました」と話している。4/3(日）の夕食後薬、就床前薬は服薬できなかったとのこと。体調特変ない様子であるが、本日デイケア利用の為、スタッフより馬場氏に情報提供とともに薬包を渡している。
・中村　茂　様～入浴は青陽館で週2回行っているが、その際着替えを行っているか確認するが、曖昧な返事をしている。世話人訪問時、部屋に洗濯物が干してあるが、頻度は確認できていない。髭剃りは電気カミソリを使用するが、上手く使用できず剃り残しがあり、床屋を利用している。洗顔、歯磨きは確認すると行っていないと話す。整容や保清状況を確認し、促していく。

＜利用者様情報＞

・土佐　将志様～4/3（日）14:45本人より部屋の片づけを手伝ってほしいと依頼あり、スタッフの出勤数が少ない為、手伝うことは難しいことを説明すると「それじゃぁ、スタッフがいる意味ねぇべ」と声を荒立て器物破損し、介入したスタッフへの暴力行為がある。暴言があり精神運動興奮状態見られた事から、16：15当院受診。入院について説明行うが、本人に病識なく同意を得られないことから、東Aユニットへ医療保護入院となる。それに伴い、本日付けでデイケア利用中止となる。
・藤井　純子様～本日体験利用実施。不安や緊張の訴えは聞かれず、表情良くプログラム参加している。感想を確認すると「楽しかった、エアロビはしばらく中級に参加することにします。上級は無理だと思うんで」と笑顔で話している。一日過ごし分からないことはないか確認すると、問題ないとのことで、分からないことがある際には都度スタッフに確認すること、月・水曜日体験利用予定とのことでプログラムに参加しながら今後の利用に関しても考えてほしいことを伝えている。
・斎藤　良宏様～83歳軽度認知症の男性。本日、息子様同伴にてデイナイトケア見学を実施。スタッフの説明を穏やかに聞いている。利用目的として、日中の活動の場として利用したいと希望。デイナイトケア利用については、本人と家族で話し合った上で検討していくとのこと。今後、見学や体験利用を希望する際には、改めて当院に連絡して欲しいことを伝えている。
・倉橋　生子様～昼食後、亡くなった利用者のことを「本当に亡くなったの？」と聞いている。スタッフより、再度亡くなったことを伝えると頷いている。「賢い人だったよね」と何回も話している。「もう、服に気を遣うこともないし、同じ服でいいんだ」と話している。話しを傾聴することで穏やな表情見られている。今後も様子観察していく。
・山田　隆雄様～便を衣類に付けてしまい、着替えている。「たまたま間違って付けてしまった。下痢などはない」と話している。昼食は、主食は醤油をかけて全量摂取、副食は殆ど残食している。不調の訴えは聞かれていない。
・奥山以依子様～プログラムの中で、認知症について、よく噛むこと、咀嚼をすることが良いことを話すと、「超能力の神様が早く食べろと話します」「ゆっくり食べるには超能力の神様へ聞かなければ」と話している。先週から超能力などの発言があるため、今後も言動に注意し観察していく。
＜外来情報＞
・特になし。
＜事例検討会＞

カンファレンスシート（赤石　陽介様）
実施日：H28年4月4日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：慶長・馬場・川井

検討内容　目標・計画の検討

	氏名
	赤石　陽介
	性別
	男
	年齢
	34
	生年月日
	S56.9.30

	主病名
	統合失調症

アルコール依存症
	合併症
	頚椎後縦靱帯骨化症

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得　対人交流技能の維持・向上　病識を身につける　社会資源の利用

	本人希望
	生活を安定させて、後々仕事を目指したい

	入院歴
	計24回当院12回（最終：H27年10月16日～H28年1月12日）

	通所歴
	4回目

今回：H28年1月18日～現在　　（週3回/月、水、木曜日）

	その他サービス利用
	青明舎

	住居：両親と同居
	家族構成

父、母、姉（岩手県在住）

保護者：母

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	
	他　自立支援医療受給中


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	確実な服薬をし、病状管理を行いながら生活を維持する。
	①飲酒をせずに、確実な服薬を行う。
	①飲酒を控え、確実な服薬が出来るようになる。
	①飲酒をせず、デイケアへの通所を継続する。飲酒時には報告できるようになる。来所時本人の体調を確認し、服薬状況、飲酒の有無を確認していく。飲酒に関する報告があった際には飲んでしまった経緯を確認し、連続飲酒にならない様対処法を検討していく。

	
	②不安、不満を解消できるようになる。
	②不安、不満を感じた際に、自分から相談できるようになる。
	②不安、不満を感じた時すぐ相談する。本人から相談があった際には状況を確認し、適切な対処法を本人と検討していく。来所時には不安、不満の有無を確認し、早期解消を図っていく。

	
	③適切な対人交流が出来るようになる。
	③SSTに参加し、対人交流技能の向上を図る。
	③SSTに自分から参加し、発言出来るようになる。本人の参加状況を確認し、SST場面での発言を促していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①飲酒を控え、確実な服薬が出来るようになる。
	・本人は2週間程飲んでいないと話しているが、飲酒は、離脱症状があるから、なくすために飲んでいるとも話している。前回入院前や今までの状態と比較すると、飲酒量と飲酒の頻度は減っていると話している。
・退院後すぐ頃より、薬を飲むと吐いてしまうと話しているが、最近はその様子はないとのこと。問診時注射をしている。

（達成度40%）
	・飲酒については、本人から報告が聞かれている為、今後も目標を継続し、飲酒状況を確認していきながら、飲酒への対処法を検討していく。服薬状況についても同様に確認を行っていく。

	②不安、不満を感じた際に、自分から相談できるようになる。
	・不安不満については、来所時や電話にて生活や体調に関する相談をしており、都度スタッフと対処法を検討して対応することが出来ている。対処法については「あんま考えられない」と話している。
・来所時は、スタッフと交流しながら過ごしており、プログラムにはスタッフに確認しながら参加している。
	自分から相談できているが、対処法はあまり考えられていない様子である為、今後も目標を継続し、不安不満の対処法を学びつつ、早期解消を図れるよう関わっていく。

	③SSTに参加し、対人交流技能の向上を図る。
	・担当スタッフが実施する際には参加しているが、その他スタッフの際には欠席していることが多い。参加時には発言は少なく、スタッフから促されると、話すことは出来ている。

・対人関係について、本人の一方的な理由で不満を話すことがあるが、トラブルは無い。状況を振り返るが、行動の変化は無い。
	・対人交流技能はまだ不十分である為、今後も目標を継続し、SSTへの参加を促しながら対人交流技能の向上を図っていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	確実な服薬をし、病状管理を行いながら生活を維持する。
	①飲酒をせずに、確実な服薬を行う。
	①飲酒を控え、確実な服薬が出来るようになる。
	①飲酒をせず、デイケアへの通所を継続する。飲酒時には報告できるようになる。来所時本人の体調を確認し、服薬状況、飲酒の有無を確認していく。飲酒に関する報告があった際には飲んでしまった経緯を確認し、連続飲酒にならない様対処法を検討していく。

	
	②不安、不満を解消できるようになる。
	②不安、不満を感じた際に、自分から相談できるようになる。
	②不安、不満を感じた時すぐ相談する。本人から相談があった際には状況を確認し、適切な対処法を本人と検討していく。来所時には不安、不満の有無を確認し、早期解消を図っていく。

	
	③適切な対人交流が出来るようになる。
	③SSTに参加し、対人交流技能の向上を図る。
	③SSTに自分から参加し、発言出来るようになる。本人の参加状況を確認し、SST場面での発言を促していく。


